
7.5　関数の合成



例 定義域が集合 {1 ,2 ,3} である関数 f を次のように定める：

f(1) = 5 , f(2) = 9 , f(3) = 7 .

定義域が集合 {5 ,6 ,7 ,8 ,9} である関数 g を次のように定める：

g(5) = 3 , g(6) = 1 , g(7) = 4 , g(8) = 2 , g(9) = 0 .
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の値域は，区間 [4 ,∞) なので，関数 g(x) の定義域の区間 [0 ,∞) に含まれ

る．よって f(x) と g(x) との合成関数 g
(

f(x)
)

ができる．この合成関数

g
(

f(x)
)

を求めよ．関数 g(x) の値域は，区間 [5 ,∞) なので，関数 f(x) の定

義域の区間 [4 ,∞) に含まれる．よって g(x) と f(x) との合成関数 f
(

g(x)
)

ができる．この合成関数 f
(

g(x)
)

を求めよ．結果は降冪の順に整理せよ．

　合成関数 g
(

f(x)
)

の定義域は，関数 の定義域なので，区間 で

ある．この区間 の各実数 x について，

g
(

f(x)
)

= = = .

合成関数 f
(

g(x)
)

の定義域は，関数 の定義域なので，区間 であ

る．この区間 の各実数 x について，

f
(

g(x)
)

= = = .



問7.5.2 定義域が区間 [2 ,∞) である関数 f(x) を f(x) = 3x− 2 と定め，定

義域が区間 [0 ,∞) である関数 g(x) を g(x) =
1
3
x2 +5 と定める．関数 f(x)

の値域は，区間 [4 ,∞) なので，関数 g(x) の定義域の区間 [0 ,∞) に含まれ

る．よって f(x) と g(x) との合成関数 g
(

f(x)
)

ができる．この合成関数

g
(

f(x)
)

を求めよ．関数 g(x) の値域は，区間 [5 ,∞) なので，関数 f(x) の定

義域の区間 [4 ,∞) に含まれる．よって g(x) と f(x) との合成関数 f
(

g(x)
)

ができる．この合成関数 f
(

g(x)
)

を求めよ．結果は降冪の順に整理せよ．

　合成関数 g
(

f(x)
)

の定義域は，関数 f(x) の定義域なので，区間 [2 ,∞) で

ある．この区間 [2 ,∞) の各実数 x について，

g
(

f(x)
)

= g(3x− 2) =
1
3
(3x− 2)2 +5 = 3x2 − 4x+

19
3

.

合成関数 f
(

g(x)
)

の定義域は，関数 g(x) の定義域なので，区間 [0 ,∞) であ

る．この区間 [0 ,∞) の各実数 x について，

f
(

g(x)
)

= f
(

1
3
x2 +5

)

= 3
(

1
3
x2 +5

)

− 2 = x2 +13 . 終


